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10月19日、宮古駅南側に位置する複合施設「イースト
ピアみやこ」内に移転した市議会の議場で初の本会議
が開かれました。新しい議場は議席と当局席が対面す
る高低差がない設計となっています。また、傍聴席に
はスロープを設置し、傍聴しやすい環境を整えていま
す。（関連2～ 3ｐ）
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み
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10
月
１
日
、
複
合
施
設
﹁
イ

ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
﹂
が
開
所

し
、
開
所
式
典
に
古
舘
章
秀
議

長
を
は
じ
め
と
す
る
市
議
会
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
施
設
と
宮
古
駅
前
を
繋
ぐ
自

由
連
絡
通
路﹁
ク
ロ
ス
デ
ッ
キ
﹂

の
開
通
式
で
は
、
古
舘
議
長
が
、

山
本
正
德
市
長
や
来
賓
と
と
も

に
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
渡
り
初

め
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
後
に
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
の
開
所

式
が
正
面
玄
関
で
行
わ
れ
、
市

政
の
新
た
な
拠
点
の
出
発
を
祝

い
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
議
の
最
終
日
と

な
っ
た
10
月
19
日
の
本
会
議
は
、

市
議
会
議
事
堂
が
イ
ー
ス
ト
ピ

ア
に
移
転
し
て
以
降
、
初
め
て

開
か
れ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
議
冒
頭
、
古
舘
議
長
は

﹁
新
し
い
議
場
は
、
中
央
に
発

言
台
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
質

問
す
る
側
も
、
答
弁
す
る
側
も
、

よ
く
見
え
る
と
と
も
に
、
議
席

と
傍
聴
席
の
高
低
差
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

傍
聴
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
分
か
り
や
す
く
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
我
々
議
員
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
同
じ
目
線
で
、そ
し
て
、二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
気
概
を

持
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。﹂

と
あ
い
さ
つ
し
、
議
場
の
開
場

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
市
長
か
ら
は
新

し
い
議
場
と
、
今
後
の
市
政
に

つ
い
て
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
、
本
会
議
を
傍
聴
に

訪
れ
た
市
民
の
方
か
ら
は
、
議

場
の
設
備
に
つ
い
て
﹁
段
差
が

な
く
な
り
、
全
体
的
に
好
印
象

を
受
け
ま
し
た
。﹂  ﹁
場
所
が
街

の
中
心
で
い
い
と
思
い
ま
す
。﹂

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

10
月
１
日
、
宮
古
市
役
所
、
宮
古
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
複
合
施
設
「
イ
ー
ス
ト
ピ

ア
み
や
こ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
役
所
５
階
に
移
転

し
た
本
会
議
場
の
開
場
の
様
子
、
ア
ク
セ
ス
や
利
用
の
方
法

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
に
　
　
　か
れ
た
公
正
な

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
オ
ー
プ
ン

初
の
本
会
議
を
実
施

開場の言葉を述べる古舘議長

初めて議席についた全議員

市
民
に
　
　
　か
れ
た
公
正
な

開

市
民
に
　
　
　か
れ
た
公
正
な

開

市
民
に
　
　
　か
れ
た
公
正
な
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市
議
会
議
事
堂
の
あ
る
イ
ー

ス
ト
ピ
ア
内
に
は
、
建
物
の
東

側
と
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
階
段
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
傍
聴
席
に
は
東
側
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
近
く
、
ク
ロ
ス
デ
ッ

キ
を
利
用
す
る
場
合
や
、
正
面

玄
関
か
ら
お
越
し
の
際
は
こ
ち

ら
が
便
利
で
す
。

　
５
階
へ
上
が
り
ま
し
た
ら
、

下
図
の
経
路
で
傍
聴
席
ま
で
お

進
み
く
だ
さ
い
。（
本
会
議
の
場

合
、
傍
聴
席
入
り
口
に
受
け
付

け
が
あ
り
、
ご
案
内
し
ま
す
。）

　
ま
た
、委
員
会
の
傍
聴
や
、そ

の
他
の
用
事
の
際
に
は
、
議
会

事
務
局
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
で
来
場
の
場
合
、

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
周
辺
に
あ
る
次

の
駐
車
場
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

お
帰
り
の
際
に
傍
聴
整
理
券
と

駐
車
券
を
議
会
事
務
局
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
タ
イ
ム
ズ
宮
古
市
役
所
前

■
タ
イ
ム
ズ
宮
古
駅
前

■
タ
イ
ム
ズ
宮
古
駅
東

　
そ
の
他
、
議
会
や
議
場
に
関

し
て
は
、
議
会
事
務
局
（
68

－

９
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

議
論
の
　
　
　を
目
指
し
て

駐
車
場
の
利
用

議
事
堂
内
の
配
置

駅前からの連絡通路「クロスデッキ」

交流センター内の東側エレベーター

宮古市役所前の駐車場

12
月
定
例
会
議
は
12
月
上
旬
予
定

議
論
の
　
　
　を
目
指
し
て

場

議
論
の
　
　
　を
目
指
し
て

場

議
論
の
　
　
　を
目
指
し
て

西側エレベーター

議会事務局

吹き抜け

本 会 議 場
委員会室１

委員会室２

傍聴席

東側エレベーター

クロスデッキからお越しの際は、
東側のエレベーターから、矢印のように
本会議場・傍聴席にお進みください。
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平
成
30
年
９
月
定
例
会
議
は
、

９
月
５
日（
水
）か
ら
10
月
19
日

（
金
）ま
で
の
45
日
間
の
会
議
期

間
で
開
か
れ
、
会
期
中
の
本
会

議
の
日
数
は
６
日
で
し
た
。

　
９
月
18
日
の
本
会
議
冒
頭
、

前
市
議
会
議
員
が
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
古
館
章
秀
議
長

が
市
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
お

詫
び
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
議
で
は
、﹁
平
成
30

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
﹂
な

ど
の
補
正
予
算
５
件
、﹁
宮
古
市

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
な

ど
の
条
例
３
件
、
議
案
2
件
、

発
議
案
1
件
、
諮
問
、
意
見
書

な
ど
計
13
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
請
願
１
件
が
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
宮
古
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
法

等
関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
者
及
び
指
定
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
訪
問

介
護
員
等
の
基
準
等
を
改
め
る

と
と
も
に
、
所
要
の
整
備
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
宮
古
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法

の
改
正
に
よ
り
、
建
築
物
の
接

道
規
制
の
適
用
除
外
に
係
る
手

続
き
が
合
理
化
さ
れ
、
市
が
建

築
物
の
接
道
規
則
に
係
る
特
例

認
定
の
申
請
に
関
す
る
審
査
事

務
を
行
う
こ
と
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
当
該
申
請
に
係
る
手
数

料
の
額
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
教
職
員
定
数
改
善

　
　
　
　
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
求

め
る
請
願

（
請
願
者
　
岩
手
県
教
職
員
組

合
下
閉
伊
支
部
支
部
長
　
菅
原

昭
敬
）

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

平
成
30
年
度
補
正
予
算
を
可
決

市
議
会
９
月
定
例
会
議
で
可
決
・
認
定
さ
れ
た

平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
主
な
条
例
・
意
見
書
な
ど
を
解
説
し
ま
す

９月の議会９月５日～10月19日　　　
45日間　　　　　　　予算５件　決算18件　条例３件　意見書１件　諮問１件　請願１件　　その他議案2件　　　　発議案１件一般質問　14人 （3日間）

９

月

定
例
会
議

　
　
　
　
　

採 

択

35
の
議
案
を
可
決

可
決
さ
れ
た
主
な
条
例

請
　
　
　
願

5
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■
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
求
め
る
意
見
書

  

学
校
現
場
に
お
け
る
、
子
ど

も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実

現
す
る
た
め
、
教
職
員
の
教
材

研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
確
保

に
資
す
る
、
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

１
復
元
を
、
国
に
向
け
て
強
く

要
望
す
る
も
の
。

（
提
出
者
：
教
育
民
生
常
任
委

員
会
委
員
長
　
熊
坂
伸
子
）

　
平
成
29
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会

（
工
藤
小
百
合
委
員
長
）
が
設

置
さ
れ
、
３
つ
の
分
科
会
で
予

算
の
執
行
状
況
や
事
業
実
績
な

ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
今
期
よ
り
常
任
委
員
会
が

３
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

審
査
も
３
つ
の
分
科
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
は
５
５
４
億
８
６
１
０
万
円

（
前
年
比
14
・
８
％
減
）、
歳

出
は
５
２
１
億
５
５
１
９
万
円

（
前
年
比
13
・
８
％
減
）
で
し

た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
が

７
２
４
億
６
５
３
６
万
円
、
歳

出
が
６
８
７
億
４
１
６
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
前
年

比
は
、
13
・
２
％
減
、
執
行
率

は
82
・
５
％
で
し
た
。

　
10
月
19
日
の
本
会
議
で
は
、

工
藤
委
員
長
が
、
18
件
の
審
査

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
と
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

で
討
論
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
16
件

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

議案番号
認

定

第
１
号

認

定

第
２
号

議 案 名

平
成
29
年
度
宮
古
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
宮
古
市
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

採 決 方 法 起立採決 起立採決

議 決 結 果 認定 認定

白 石 雅 一 ○ ○

木 村 　 誠 ○ ○

西 村 昭 二 ○ ○

畠 山 　 茂 ○ ○

小 島 直 也 ○ ○

鳥 居 　 晋 ○ ○

熊 坂 伸 子 ○ ○

佐々木清明 ○ ○

橋 本 久 夫 ○ ○

伊 藤 　 清 ○ ○

佐々木重勝 ○ ○

髙 橋 秀 正 ○ ○

坂 本 悦 夫 ○ ×

長 門 孝 則 ○ ○

竹 花 邦 彦 欠 欠

落 合 久 三 × ×

松 本 尚 美 ○ ○

加 藤 俊 郎 ○ ○

藤 原 光 昭 ○ ○

田 中 　 尚 × ×

工藤小百合 ○ ○

古 舘 章 秀 － －

「○」＝賛成者、「×」＝反対者、
「退」＝退席者、「欠」＝欠席者、 
「－」＝議長（採決に加わらない）

討 論
９月定例会議の本会議では、以下の２
つの議案について討論が行われました。
議案、発言者、概要をお知らせします。

◎認定第１号　平成29年度宮古市一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　の認定について
　　　発言者　田中　尚　議員（反対討論）
　　中心市街地拠点施設、再生可能エネルギー、企業誘致、地域雇
　用などの施策において、地域内経済循環や地元産業活性化策が十
　分に具体化された決算内容ではなかったとして、認定に反対した
　もの。

◎認定第２号　平成29年度宮古市国民健康保険事業勘定
　　　　　　　特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　発言者　落合 久三　議員（反対討論）
　　保険給付費の伸びに対して一般会計の繰り入れを行わない、特
　定健診事業を減額補正するなど、保険料の負担軽減や、医療費の
　抑制への取り組みが足りないとして、認定に反対したもの。

賛否の一覧
　９月定例会議本会議での、賛否
の分かれた議案の議決結果は下記
の通りでした。
　いずれの議案も、反対の立場で
討論がされたのち、起立による採
決を行い、賛成多数により可決さ
れました。賛成の立場での討論
はありませんでした。 決

算
は
３
分
科
会
で
審
査

可
決
し
た
意
見
書
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一般会計・特別会計の
補正予算を可決

平成30年度

旧宮古警察署の取得の検討・国道340号休憩
施設等整備事業・末広町線無電柱化推進事業
小学校ブロック塀撤去工事など決まる

　平成30年度一般会計補正予算は、既に議決している
歳入・歳出に、それぞれ25億6,277万円を追加し、予
算総額は435憶3,948万円となります。主な歳入は地方
交付税4億7,927万円と繰越金17億7,219万円などです。

平成30年度会計別　９月補正の内容（歳入・歳出）

今回補正の主な事業（一般会計）

無電柱化が計画されている市道末広町線

区分　
会計別

予　　　 算　　　 額 計補正前の額 補　正　額
（1）一般会計 409億7,671万円 25億6,277万円 435億3,948万円
（2）特別会計

国民健康保険事業勘定 66億1,106万円 1,852万円 66億2,958万円
介 護 保 険 事 業 70億9,092万円 3億6,645万円 74億5,737万円
宮 古 市 魚 市 場 事 業 3億2,977万円 （ 財 源 補 正 ） 3億2,977万円

事　　業　　名
補正前の額

事　業　内　容補　正　額
補正後の額

新 駅 整 備 事 業
5億円 八木沢に整備予定の新駅周辺の地盤が当初計画

より脆弱なため、地盤の補強工事を行います。7,000万円
5億7,000万円

企 画 調 整 費
（旧宮古警察署取得検討）

１億3,001万円 旧宮古警察署庁舎の取得についての判断材料と
するため、不動産鑑定を行います。85万円

１億3,086万円

国道340号休憩施設等整備事業
1,010万円 旧小国小学校を改修し、休憩、産直、情報発進

機能を備えた施設とするため、平成31年7月の
開業に向け整備を進めます。　

1億350万円
1億1,360万円

児 童 福 祉 一 般 事 業
（第２期宮古市子ども・子育て支援

事業計画策定に係るニーズ調査）

5,661万円 第２期の支援事業計画を策定するため、市民へ
のニーズ調査を行います。500万円

6,161万円

市道末広町線無電柱化推進事業
―― 市内中心部の商店街を通る、市道末広町線の電

柱を地中化するため、基本計画の策定を進めま
す。

845万円
845万円

宮古駅前広場喫煙所整備事業
―― 宮古駅前広場周辺の環境整備のため、喫煙所を

設置し分煙を進めます。230万円
230万円

教 育 委 員 会 事 務 局 費
（田老第三小学校閉校記念事業）

1億5,644万円 平成31年３月の田老第三小学校の閉校に当た
り、記念事業や統合用学用品購入の補助を行い
ます。

72万円
1億5,716万円

小 学 校 維 持 管 理 事 業
（小学校ブロック塀撤去等）

3億7,113万円 市内小学校の安全な学習環境を維持するため、
学校施設周辺の危険なブロック塀撤去工事を行
います。

1,300万円
3億8,413万円

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
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（
分
科
会
長
　
松
本
尚
美
）

■
広
聴
事
務

問
　
私
の
提
言
﹁
市
長
へ
の
手

紙
﹂
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
　
施
策
に
反
映
し
た
も
の
１

件
、
実
施
・
実
現
に
向
け
て
努

力
が
必
要
な
も
の
19
件
、
実
施

・
実
現
に
は
課
題
が
あ
る
も
の

９
件
、
実
施
は
困
難
な
も
の
２

件
、
そ
の
他
感
謝
・
お
礼
等
が

６
件
で
あ
っ
た
。
施
策
に
反
映

し
た
も
の
は
、
住
居
表
示
の
付

番
で
あ
る
。
施
策
提
言
の
内
容

で
あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
事
務

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
テ
ー

マ
﹁
市
長
に
お
ま
か
せ
﹂
の
具

体
的
な
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
　
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
分

を
翌
年
度
の
当
初
予
算
で
措
置

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
当
初

予
算
で
は
、
子
ど
も
子
育
て
幸

せ
基
金
に
積
み
立
て
る
な
ど
独

自
の
政
策
に
有
効
活
用
し
て
い

る
。

■
車
両
管
理
事
務

問
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
し
て

い
る
本
来
の
目
的
と
市
の
意
図

は
何
か
。

答
　
環
境
負
荷
の
低
減
が
目
的
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

へ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
市
の

公
用
車
と
し
て
一
定
程
度
利
用

す
る
と
し
た
も
の
。

問
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
普

通
リ
ー
ス
に
し
た
方
が
維
持
費

は
か
か
ら
な
い
の
で
は
。

答
　
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
の
た
め
充
電
設
備
が
必
要

と
な
る
。
現
状
で
は
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
中
で

考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今

後
環
境
が
変
わ
り
、
充
電
設
備

が
た
く
さ
ん
出
て
く
れ
ば
、
別

の
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

■
路
線
バ
ス
対
策
事
業

問
　
生
活
交
通
路
線
バ
ス
運
行

維
持
で
平
成
28
年
度
の
実
績
報

告
書
と
比
べ
て
石
浜
線
、
崎
山

線
、
前
須
賀
浄
土
个
浜
線
の
３

路
線
が
減
に
な
っ
て
い
る
が
、

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
そ
の
３
路
線
と
宮
園
線
の

４
路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
は
国
の
調
査
事
業
を
導
入

し
、
別
途
国
庫
補
助
を
受
け
て

い
る
路
線
で
あ
る
の
で
、
路
線

が
減
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

■
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

問
　
国
道
３
４
０
号
の
休
憩
施

設
が
で
き
る
の
で
、
江
繋
と
小

国
地
域
を
集
約
し
、
休
憩
施
設

の
活
性
化
や
運
営
費
の
削
減
を

考
え
る
予
定
は
な
い
か
。

答
　
川
井
地
区
の
６
地
域
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、
地

域
活
動
や
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
状
況
で

は
６
地
区
で
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
状
況
が
変
わ

れ
ば
考
え
て
い
く
必
要
は
あ
る

と
思
う
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

問
　
平
成
30
年
度
に
申
請
さ
れ

て
い
る
防
災
会
が
あ
る
か
。

答
　
４
つ
の
防
災
会
か
ら
申
請

が
あ
る
。
平
成
30
年
度
は
赤
前

中
組
防
災
会
が
選
定
さ
れ
た
。

宝
く
じ
助
成
に
よ
り
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
選
定
・

交
付
す
る
も
の
で
、
例
年
県
内

で
４
団
体
程
度
が
選
ば
れ
て
い

る
。

■
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

業
務

問
　
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
で
き
た
が
、
次
に
備
え
て
ま

問 問 問答答

問答

問 問答

公共交通の集積する宮古駅前

問答 問答 答

平成29年度決算審査

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
29
年
度

決
算
の
分
科
会
ご
と
の
審
査
の
概
要
を
お
伝
え

し
ま
す
。

総
務
分
科
会

◆ 

一
般
会
計・歳
出 

◆
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た
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
平
成
29
年
度
予
算
で
10
年

ぶ
り
の
改
訂
を
し
た
。
防
潮
堤

や
道
路
が
完
成
す
る
な
ど
、
復

興
事
業
が
一
定
程
度
完
了
し
た

時
点
で
、
避
難
場
所
等
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
更
新
す
る
必

要
は
あ
る
と
思
う
。
加
え
て
、

県
で
実
施
す
る
洪
水
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
も
そ
れ

ら
を
反
映
で
き
る
適
正
な
時
期

に
更
新
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
市
税

問
　
滞
納
繰
越
分
の
収
入
済
額

が
減
っ
て
い
る
が
、滞
納
額
全
体

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
現

年
度
分
の
徴
収
を
頑
張
っ
て
、

翌
年
度
へ
の
滞
納
繰
越
額
を
減

ら
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
納

付
額
も
必
然
的
に
減
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
は
。

答
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
寄
附
金
」
が
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
で
あ
る
。
寄
附
の
対
象

は
「
フ
ェ
リ
ー
で
つ
な
が
る
宮

古・室
蘭
地
域
交
流
促
進
事
業
」

の
み
で
あ
る
。
平
成
29
年
度
は

1
企
業
か
ら
10
万
円
寄
附
が
あ

っ
た
。
他
の
メ
ニ
ュ
ー
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。

（
分
科
会
長
　
熊
坂
伸
子
）

■
住
民
基
本
台
帳
事
務

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
実
績
を
、
他
自
治
体
と
比

較
し
て
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

答
　
岩
手
県
全
体
で
の
交
付
率

９・９
％
、本
市
は
市
で
１
番
高

い
交
付
率
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
な
ど
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
も

展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
普
及

に
努
め
る
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

問
　
実
績
に
基
づ
い
た
、
新
電

力
事
業
の
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

答
　
現
在
、
公
営
施
設
１
０
５

カ
所
、
民
間
事
業
所
24
カ
所
へ

配
電
し
て
い
る
。
公
営
施
設
は

ほ
ぼ
普
及
し
き
っ
た
と
い
う
認

識
で
あ
り
、
今
後
は
一
般
家
庭

に
も
普
及
を
進
め
た
い
。

■
福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業

問
　
対
象
世
帯
数
と
助
成
世
帯

数
の
差
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。

答
　
広
報
で
の
周
知
、
個
別
の

郵
送
で
の
案
内
で
も
申
請
を
行

わ
な
か
っ
た
世
帯
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
現
在
の
周
知
の
ほ
か

に
、
何
ら
か
の
工
夫
が
で
き
る

か
検
討
す
る
。

■
公
立
保
育
所
等
運
営
事
業

問
　
実
績
に
基
づ
き
保
育
所
の

定
員
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答
　
直
接
的
な
見
直
し
は
す
ぐ

に
は
考
え
て
い
な
い
が
、
人
口

集
積
地
域
の
保
育
所
を
将
来
的

に
ど
う
す
る
か
は
、
施
設
の
整

備
と
共
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
門
馬
と
小
国
の
へ
き
地
保

育
所
の
実
利
用
人
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
運
営
方

針
は
。

答
　
門
馬
保
育
所
は
入
所
が
予

定
さ
れ
る
未
就
学
児
が
い
な
い

た
め
、来
年
度
以
降
休
止
。小
国

保
育
所
は
入
所
予
定
が
あ
る
た

め
、
継
続
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

■
医
師
養
成
事
業

問
　
事
業
の
効
果
に
対
す
る
評

価
を
伺
う
。

答
　
医
師
と
し
て
の
就
労
は
ま

だ
な
い
が
、
来
年
度
臨
床
研
修

に
入
る
予
定
が
あ
る
。
看
護
師

は
３
人
が
義
務
履
行
に
よ
り
市

内
で
就
労
し
て
い
る
。

■
診
療
所
費

問
　
休
診
中
の
摂
待
診
療
所
の

今
後
の
展
望
は
。

答
　
摂
待
地
区
の
患
者
は
、
ほ

と
ん
ど
が
田
老
診
療
所
に
通
っ

て
い
て
、
不
便
と
の
声
は
聞
こ

え
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
、
早

め
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

■
教
育
振
興
基
金

問
　
小
中
学
校
の
部
活
動
へ
の

補
助
金
は
小
中
学
校
費
に
あ
る

が
、
本
事
業
の
相
違
点
は
。

答
　
小
体
連
・
中
体
連
以
外
の

活
動
で
、
東
北
大
会
以
上
へ
参

加
す
る
場
合
の
諸
費
用
（
交
通
、

宿
泊
、
運
搬
）
の
補
助
。

問
　
基
金
を
整
理
し
、
部
活
動

以
外
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

に
取
り
組
む
子
ど
も
を
支
援
す

る
制
度
を
新
た
に
作
れ
な
い
か
。

答
　
小
中
学
校
の
部
活
動
等
を

支
援
す
る
制
度
は
様
々
あ
り
、

整
理
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

ま
ず
は
基
金
の
見
直
し
を
今
年

度
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
老
木
公
園

問
　
事
業
費
４
０
０
万
円
で
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を
控
え
今
後
の
展

開
は
。

答
　
老
朽
化
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
修
繕
な
ど
、
使
い
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

■
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

金
元
利
収
入

問
　
収
入
未
済
額
の
回
収
が
危

問問 問答答 答

問問 答答

閉伊川老木公園

問 問答 答 答◆ 

一
般
会
計・歳
入 

◆

◆ 

一
般
会
計・歳
入 

◆

教
育
民
生
分
科
会

問答問答

問 問答 問答 問答

◆ 
一
般
会
計・歳
出 

◆
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新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

ぶ
ま
れ
る
が
今
後
の
対
応
は
。

答
　
震
災
以
前
よ
り
、
貸
付
先

が
高
齢
者
で
あ
り
、
亡
く
な
っ

た
方
も
あ
っ
た
た
め
対
策
が
進

ま
な
い
面
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は

確
認
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
介
護
保
険
事
業

問
　
不
用
額
、
繰
越
が
多
く
、

財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
も

十
分
に
あ
る
場
合
、
保
険
料
を

見
直
す
運
用
を
検
討
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
保
険
料
は
サ
ー
ビ
ス
の
需

要
・
供
給
に
基
づ
き
設
定
し
た

も
の
。
長
期
的
視
点
で
負
担
を

平
準
化
す
る
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
る
た
め
、
短
期
的
な
負
担

の
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
分
科
会
長
　
佐
々
木
重
勝
）

■
農
業
振
興
対
策
事
業

問
　
果
樹
生
産
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
植
栽
に
係
る
経
費
の
補

助
実
績
に
対
し
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

答
　
事
業
開
始
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
、
現
在
、
植
栽
が
落
ち

着
い
て
い
る
こ
と
、
新
規
に
改

植
す
る
生
産
者
が
い
な
い
こ
と

か
ら
利
用
者
が
少
な
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
今
後
、
改
植
が

進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め

継
続
し
て
い
き
た
い
。

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

問
　
現
在
は
電
気
牧
柵
の
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
し
か
な
い

が
、
設
置
に
対
す
る
補
助
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
高
齢
者
に

と
っ
て
斜
面
等
へ
の
設
置
作
業

は
負
担
が
大
き
く
、
補
助
が
あ

れ
ば
設
置
を
進
め
た
い
と
い
う

声
も
あ
る
が
。

答
　
要
望
が
あ
れ
ば
、
今
後
、

設
置
に
つ
い
て
も
研
究
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
水
産
振
興
事
業

問
　
水
産
金
融
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
漁
業
共
済
は
第
２
の
所

得
補
償
と
考
え
る
が
、
宮
古
漁

協
の
漁
業
共
済
へ
の
加
入
者
が

対
象
の
５
割
に
満
た
な
い
。
こ

の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
宮
古
漁
協
が
行
っ
て
い
る

４
つ
の
特
定
養
殖
業
（
ワ
カ
メ

・
コ
ン
ブ・ホ
タ
テ・カ
キ
）
の

う
ち
ホ
タ
テ
と
カ
キ
に
つ
い
て

は
、「
が
ん
ば
る
漁
業
」
と
い
う

震
災
に
対
す
る
補
助
制
度
（
平

成
28
年
度
終
了
）
を
利
用
し
て

い
た
。
こ
の
補
助
と
漁
業
共
済

掛
金
補
助
は
併
給
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

■
地
場
産
業
支
援
育
成
事
業

問
　
本
事
業
は
販
路
拡
大
に
結

び
付
い
て
い
る
か
。

答
　
結
び
付
い
て
い
る
も
の
、

付
か
な
い
も
の
両
方
あ
る
。
加

工
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
製
品
で
ニ

ー
ズ
が
低
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、

関
東
方
面
の
デ
パ
ー
ト
で
販
路

を
拡
大
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
支
援
は
必

要
と
考
え
る
。

■
自
然
公
園
管
理
事
業

問
　
女
遊
戸
及
び
小
港
海
水
浴

場
の
海
中
状
況
調
査
の
結
果
、

が
れ
き
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン

し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
こ
の
２
箇
所
の
海
水
浴
場

に
つ
い
て
は
、
震
災
で
被
災
し

た
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て
復
興

交
付
金
の
財
源
を
も
と
に
復
旧

を
検
討
し
て
い
る
。
来
年
の
海

水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

■
街
灯
管
理
事
業

問
　
東
北
電
力
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
街
灯
の
数
は
毎
年
変
わ
る
の
か
。

答
　
市
で
は
要
望
す
る
灯
数
を

東
北
電
力
へ
提
示
し
、
東
北
電

力
で
は
他
の
自
治
体
の
要
望
灯

数
と
調
整
し
た
う
え
で
そ
の
年

の
寄
贈
数
を
決
め
る
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

■
魚
市
場
事
業
特
別
会
計

（
市
場
管
理
費
）

問
　
魚
市
場
運
営
委
員
会
の
開

催
が
１
回
で
あ
り
、
内
容
が
報

告
の
み
に
と
ど
ま
る
な
ど
形
骸

化
し
て
い
な
い
か
懸
念
す
る
。

魚
市
場
を
よ
り
利
便
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
改

善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
　
昨
年
の
決
算
審
査
の
際
も

同
様
の
提
言
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
構
成
委
員
の
見
直
し
や
会

議
３
回
分
の
委
員
報
酬
を
計
上

す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
。
今

年
度
は
運
営
委
員
会
を
四
半
期

ご
と
に
年
３
回
開
催
す
る
予
定

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
増
設
棟
に
設
置
さ
れ
た
手

洗
い
場
が
、
に
わ
か
作
り
の
よ

う
に
見
え
る
が
。

答
　
仮
設
的
な
造
り
に
な
っ
て

い
る
が
本
設
で
あ
る
。
劣
化
は

早
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
新
た

な
形
で
本
設
す
る
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答問答

問 問答 答

問問 答答 問

街灯の整備された市道

◆ 

特  

別  

会  

計 

◆

◆ 
特  

別  

会  

計 

◆

産
業
建
設
分
科
会

◆ 

一
般
会
計・歳
出 

◆

問答問 答

問答 答
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市
政
を
問
う

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

熊 坂 伸 子 議員（ネクストみやこ）
１　市立図書館の利活用策について
２　子育て支援の充実について
３　子どもの権利条例について
４　パートナーシップ条例について

橋 本 久 夫 議員（ネクストみやこ）
１　宮古海戦150周年について
２　関係人口施策について

伊 藤 　 清 議員（無所属クラブ）
１　消防団活動円滑化のための支援について
２　ガバメントクラウドファンディングの活用について

竹 花 邦 彦 議員（新風クラブ）
１　地域公共交通の課題について
２　子どもの貧困実態調査について
３　人事院勧告への対応について

小 島 直 也 議員（公明党）
１　「森林環境税（仮称）」導入後の林業の展望は
２　不登校生徒の義務教育終了後の支援について

落 合 久 三 議員（日本共産党）
１　宮古市魚市場水揚げ増対策について
２　市内水産加工業の危機的状況の打開について
３　宮古・室蘭フェリー就航に関する課題について

西 村 昭 二 議員（ネクストみやこ）
１　スポーツによる市民の健康推進
　　と競技者の誘致について
２　公園整備について

髙 橋 秀 正 議員（復興を考える会）
１　農林業振興策について
２　震災の寄附について

畠 山 　 茂 議員（新風クラブ）
１　宮古市小・中学校の適正配置
　　基本方針について
２　学校施設の環境整備について
３　中学校の部活動のあり方について
４　教職員の働き方改革について

田 中 　 尚 議員（日本共産党）
１　閉伊川水門整備の見直しについて
２　県立病院の次期経営計画について

松 本 尚 美 議員（無所属クラブ）
１　地方創生と産業立市について
２　まち・ひと・しごと創生総合戦略について
３　宮古市産業立市ビジョンについて

木 村 　 誠 議員（尽政クラブ）
１　宮古市の森林資源を活用した
　　地域振興策について
２　姉妹都市との交流のあり方について

白 石 雅 一 議員（復興を考える会）
１　就労支援に小型家電リサイクルを
２　地域振興のこれからは
３　ラグビーワールドカップへ注力を

長 門 孝 則 議員（無所属クラブ）
１　宮蘭フェリーの就航について
２　水素エネルギーの利活用について

　・・・・・（10）

　・・・・・（11）

　・・・・・・・・（11）

　・・・・・・・・・・（12）

　・・・・・・・・・・・・・・・・（12）

　・・・・・・・・・・（13）

　・・・・・（13）

　・・・・・（14）

　・・・・・・・・・・（14）

　・・・・・・・・・・（15）

　　・・・・・・・・（15）

　・・・・・・・・・・（16）

　・・・・・（16）

　・・・・・・・・（17）

　
　
　
現
在
の
市
立
図
書
館
（
本
館
） 

は
展
示

　
　
や
保
存
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
。
市

史
編
纂
室
等
を
移
転
し
て
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
市
史
編
纂
室
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
。

　
利
用
者
が
気
軽
に
訪
れ
や
す
い
図
書
館
と
な

る
よ
う
、
さ
ら
に
取
り
組
む
。

■
子
育
て
支
援
の
充
実
を

　
　
　
次
の
２
点
を
提
案
す
る
。

　
　
①
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
分
か
り
易
く
網
羅

し
た
冊
子
等
を
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

②
産
後
の
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問

を
２
回
に
し
て
欲
し
い
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
一
元

的
に
提
供
で
き
る
冊
子
等
を
工
夫
し
た
い
。

　
ま
た
産
後
の
家
庭
訪
問
に
つ
い
て
は
、
相
談

し
や
す
い
体
制
の
構
築
と
充
実
に
努
め
る
。

■
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を

　
　
　
子
ど
も
の
権
利
を
守
り
、
環
境
を
整
備

　
　
す
る
大
人
の
責
務
を
宣
言
す
る
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　山
本
市
長

　
　
　﹁
宮
古
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
﹂
等

で
議
論
し
て
い
く
。

■
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
制
定
を
　

　
　
　「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」 

導
入
は

　
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視
点
及
び
法
の
下
の

平
等
の
観
点
か
ら
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
今
後
の
社
会
情
勢
等
を
注
視
し
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

屋根修繕工事中の
市立図書館 （本館）

熊坂 伸子 議員

質問答弁
市
立
図
書
館
を
も
っ

と
有
効
に
使
う
べ
き

１
階
入
り
口
の
レ
イ

ア
ウ
ト
等
工
夫
す
る

問

問

答

答

問答 問答

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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問

問

　
　
　
平
成
29
年
３
月
、
道
路
交
通
法
が
改
正

　
　
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
分
団
に
配
備
さ
れ
て

い
る
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
改
正
以
降
の
普
通
免

許
を
取
得
し
た
団
員
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
。
新

設
さ
れ
た
中
型
免
許
取
得
の
た
め
の
補
助
が
若

い
団
員
の
入
団
促
進
、
消
防
団
活
動
の
円
滑
化

に
必
要
と
考
え
ま
す
。
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
消
防
団
本
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現

状
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
転
者
の
確
保
に

は
問
題
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
県
内

に
お
い
て
準
中
型
免
許
取
得
に
関
し
て
、
公
費

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
若
い
方
々
の

入
団
に
伴
い
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
転
者
の
確

保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
他
市
町
村
の
制
度
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

　
　
　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
行
わ
れ
た
戊

　
　
辰
戦
争
。
そ
の
戦
い
の
中
に
近
代
日
本
初

の
洋
式
海
戦
と
な
っ
た
「
宮
古
海
戦
」
の
歴
史

が
残
る
。
旧
暦
明
治
２
年
３
月
25
日
の
戦
い
は

明
治
の
幕
開
け
の
歴
史
に
も
名
を
刻
む
。
そ
の

「
宮
古
海
戦
」
か
ら
来
年
が
１
５
０
周
年
と
な

る
。
節
目
の
年
に
こ
の
歴
史
的
事
実
を
観
光
振

興
や
市
民
へ
の
歴
史
文
化
の
啓
発
な
ど
に
結
び

つ
け
て
い
く
た
め
、
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
港
海
戦
は
、
本
市
の
歴
史
上
の
重

要
な
出
来
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

来
年
は
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
歴
史
の
再
認
識
を
含
め
市
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会
で
あ
る
。
今
後
、
観
光

関
係
者
な
ど
関
係
団
体
と
と
も
に
実
施
内
容
を

協
議
す
る
。

■
関
係
人
口
施
策
の
創
出
を

　
　
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

　
　
む
わ
が
国
に
お
い
て
、
新
た
な
地
方
創
生

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

　
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を

　
　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

　
　
グ
と
は
、
現
在
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
特
定
の
事
業
実
施
の
た

め
の
必
要
資
金
を
集
め
る
手
法
で
す
。

　
よ
り
具
体
的
な
事
業
計
画
、
内
容
を
示
し
、

賛
同
者
が
自
治
体
に
寄
付
す
る
仕
組
み
で
、
全

国
的
に
こ
の
手
法
が
拡
大
し
、寄
付・納
税
額
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
市
で
も
導
入
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
全
国
的
な
傾

向
は
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
で
自
治
体
を
選
ぶ
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
寄
付
金
に
よ
る
歳

入
確
保
の
た
め
、
提
案
の
手
法
含
め
検
討
し
ま

す
。

の
方
策
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
「
関

係
人
口
」
で
あ
る
。

　「
関
係
人
口
」
と
は
、
地
域
に
対
し
て
交
流

や
観
光
人
口
よ
り
深
く
関
わ
り
、
定
住
人
口
よ

り
浅
い
関
係
を
持
つ
人
々
の
こ
と
を
指
す
。
こ

れ
ら
の
人
々
を
地
域
の
「
関
係
人
口
」
と
捉
え

て
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
様
々
な
形
で
地
域
の

課
題
解
決
に
貢
献
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の

「
関
係
人
口
」
創
出
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。
　

　
　
山
本
市
長

　
　
　
関
係
人
口
と
は
、
様
々
な
形
で
つ
な
が

り
が
あ
る
人
々
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
事
業
の
具
体
化
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
モ
デ
ル
事
業
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

人材確保が望まれる
消防団活動

大杉神社境内にある「宮古港戦
績碑」（額字は東郷平八郎による）

伊藤 清 議員 橋本 久夫 議員

質問 質問答弁 答弁
消
防
ポ
ン
プ
車
の

運
転
免
許
取
得
支
援
を

宮
古
海
戦
１
５
０
周

年
の
具
体
的
施
策
は

支
援
策
に
つ
い
て

今
後
検
討
す
る

年
度
内
に
諸
団
体
と

実
施
内
容
を
協
議

問 問

答答

答 答

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
導
入
が
２
０

　
　
２
４
年
か
ら
始
ま
る
。
来
年
か
ら
前
倒
し

で
市
に
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）

の
税
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

使
い
道
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
譲
与
税
額
を
試
算
す
る
と
平
成
31
年
度

は
、
約
３
千
４
０
０
万
円
と
な
る
。

　
使
い
道
は
、
市
が
行
う
間
伐
や
人
材
育
成
・

担
い
手
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

等
の
費
用
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

■
不
登
校
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
学
校
生
活
に
馴
染
め
ず
に
卒
業
し
た
子

　
　
ど
も
た
ち
の
将
来
が
心
配
さ
れ
る
。

　
引
き
こ
も
り
の
ケ
ー
ス
に
陥
っ
た
場
合
な
ど
、

そ
の
子
ど
も
が
成
人
す
る
ま
で
、
本
人
や
家
族

に
支
援
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
山
田
線
宮
古
・
釜
石
間
の
三
陸
鉄

　
　
道
移
管
ま
で
半
年
と
な
っ
た
。
移
管
後
の

課
題
は
利
用
促
進
で
あ
る
。
利
用
促
進
を
図
る

上
で
も
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
を
早
く
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
公
表
の
予
定
と
本
市
の
対
応
方

針
な
ど
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
通
学
、
通
勤
、

通
院
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
、編
成
作
業
中
で
あ
る
。

詳
細
な
ダ
イ
ヤ
は
、
来
年
３
月
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ

改
正
と
調
整
が
生
じ
る
た
め
、
本
年
12
月
頃
の

公
表
を
目
指
し
て
い
る
。
運
賃
は
来
年
１
月
以

降
の
見
込
み
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
沿
線
住
民
の
利
便
に
配
慮
し
た

ダ
イ
ヤ
や
運
行
本
数
の
確
保
を
働
き
か
け
る
。

運
賃
に
つ
い
て
は
、
通
学
定
期
購
入
費
軽
減
な

ど
激
変
緩
和
に
配
慮
し
、
適
正
な
運
賃
設
定
と

な
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

■
患
者
輸
送
バ
ス
等
の
活
用
検
討
は

　
　
山
本
市
長

　
　
　
中
学
校
卒
業
後
、
教
育
相
談
室
と
と
も

に
各
中
学
校
が
一
番
身
近
な
窓
口
と
し
て
相
談

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
内
容
に
応
じ
て

必
要
な
支
援
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
や
市

の
関
係
部
局
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
﹁
青
少
年
自
立
支
援
事
業
﹂
や
宮
古
保

健
所
で
行
っ
て
い
る
﹁
ひ
き
こ
も
り
地
域
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
﹂
を
開
催
し
て
、
相

談
会
、
研
修
会
を
や
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
設
、
29

年
に
は
、
岩
手
労
働
局
の
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
が
常
設
さ
れ
る
な
ど
、

青
少
年
の
居
場
所
や
学
び
の
場
、
社
会
参
加
や

就
労
を
後
押
し
す
る
体
制
が
整
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
も
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　
当
市
の
公
共
交
通
の
課
題
の
一
つ
で
あ

　
　
る
路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
患
者
輸

送
バ
ス
の
連
携
に
つ
い
て
、検
討
状
況
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
公
共
交
通
空
白
地
に
お
い
て
市
民
誰
も

が
利
用
で
き
る
交
通
手
段
と
し
て
の
患
者
輸
送

バ
ス
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

■
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
の
結
果
は

　
　
　
昨
年
度
実
施
し
た
子
ど
も
の
貧
困
実
態

　
　
調
査
の
結
果
と
調
査
で
見
え
る
課
題
点
は

何
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　﹁
経
済
的
に
困
っ
た
経
験
が
あ
る
﹂
と

回
答
し
た
世
帯
の
う
ち
、
約
８
割
が
ひ
と
り
親

世
帯
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
多
岐

に
わ
た
る
自
由
意
見
の
記
述
内
容
の
分
析
等
に

時
間
を
要
し
て
お
り
、
調
査
結
果
を
公
表
す
る

状
況
に
至
っ
て
い
な
い
。

川井地区の豊かな森林 ３月に全線開通を迎える
山田線　宮古‐釜石間

小島 直也 議員 竹花 邦彦 議員

質問 質問答弁 答弁
﹁
森
林
環
境
税
﹂導
入

後
の
林
業
の
展
望
は

三
鉄
移
管
後
の

ダ
イ
ヤ
へ
の
対
応
は

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
検
討
す
る

ダ
イ
ヤ
は
12
月
の
公

表
を
目
指
し
て
い
る

問 問

問 問

問

答

答

答 答 答

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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答答

　
　
　
①
個
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
運
動
で
き

　
　
る
こ
と
か
ら
、
市
の
施
設
（
公
園
、保
育
、

小
中
学
校
、
福
祉
施
設
）
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ

ォ
ー
ル
等
の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
？

　
②
更
に
民
間
施
設
で
設
置
す
る
場
合
の
補
助

制
度
を
創
設
し
、
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る

場
所
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
③
競
技
者
誘
致
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
や
湯
っ
た
り
館
と
い
っ
た
宿
泊

施
設
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
設
置
し
、

宿
泊
客
の
確
保
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
合
宿
地

と
し
て
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
県
営
運
動
公
園
の
施
設
や
指
導
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
い
く
。

　
②
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
こ
と
か
ら
、情
報
収
集
を
し
、研
究
し
て
い
く
。

　
③
他
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
不
漁
の
連
続
で
他
市
の
老
舗
水
産
加
工

　
　
業
社
が
49
億
円
の
負
債
を
抱
え
倒
産
し
た
。

今
季
の
サ
ン
マ
、
イ
カ
、
サ
ケ
等
の
水
揚
げ
如

何
で
は
市
内
水
産
加
工
業
者
も
危
機
的
状
況
の

拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
復
興
特

区
法
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
免
除
期
間
が
平
成

32
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
改
め
て
こ
の
措
置

の
再
延
長
を
国
に
要
請
し
、
さ
ら
に
は
電
気
料

金
の
軽
減
を
電
力
会
社
に
要
請
す
る
仲
立
ち
を

市
が
務
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
未
だ
復
興
途

上
で
あ
り
、
近
年
の
水
揚
げ
量
減
少
で
、
市
内

水
産
加
工
業
者
が
深
刻
な
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。
市
で
は
復
興
特
区
制
度
な
ど
の
支
援
策
を

行
っ
て
い
る
。
電
気
料
金
の
軽
減
な
ど
に
つ
い

て
は
、
水
産
加
工
業
者
が
何
を
必
要
と
し
て
い

る
か
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

■
公
園
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
①
子
育
て
世
代
の
家
族
や
、
高
齢
者
も

　
　
適
度
に
運
動
で
き
る
設
備
を
整
え
た
公
園

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
？

　
②
多
く
の
市
民
が
集
う
公
園
に
は
、
何
度
も

足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
設
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
復
興
道
路
に
よ
り
ア
ク
セ

ス
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
を
適
地
と
考
え
る
が
今
後
の
利

用
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き
る
公
園

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
し
て
い
く
。

　
②
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の

強
み
を
活
か
し
多
く
の
市
民
の
利
用
や
、
多
く

の
来
訪
が
見
込
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討

す
る
。

■
複
合
施
設
整
備
で
交
流
人
口
創
出
を

　
　
　
少
な
く
な
い
観
光
客
が
埠
頭
に
降
り
立

　
　
っ
て
「
ク
レ
ー
ン
は
元
気
に
動
い
て
い
る

が
、
他
に
は
何
も
な
い
場
所
で
す
ね
」
と
落
胆

の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
交
流
賑
わ
い

複
合
施
設
」（
食
堂
、
特
産
品
販
売
産
直
、
サ
ケ

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
）
を
三
陸
沿
岸
道
路
の
完
成

ま
で
の
間
に
整
備
す
べ
き
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
は
、
港
湾

施
設
で
商
業
施
設
が
な
い
。
提
案
の
施
設
に
つ

い
て
は
各
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
フ
ェ

リ
ー
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
フ
ェ
リ
ー
乗
下
船
客
の
玄
関
口
と
な

る
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
充
実
に
取
り

組
む
。
新
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
県

と
連
携
し
、
研
究
し
て
い
く
。

ボルダリング競技等に使用される
クライミングウォール

付加価値をどうつけるか
（水産加工会社）

西村 昭二 議員 落合 久三 議員

質問 質問答弁 答弁
ス
ポ
ー
ツ
で
の
健
康
推
進

と
競
技
者
誘
致
に
つ
い
て

特
区
法
再
延
長
で

市
税
免
除
延
長
を

ニ
ー
ズ
を
把
握
し

検
討
す
る

水
産
加
工
業
の

深
刻
さ
は
認
識
す
る

問

問

問

問答答

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　
般
　
質
　
問

議
会
報
告
会

政
務
活
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況

議
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ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
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宮
古
市
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
基
本

　
　
方
針
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
、
財
政
的
視
点
、
学
校
施
設
を
拠
り
所
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
複
眼
的
な
視
点
か
ら
、
適
正

配
置
計
画
と
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
地
域
や
地
理
的
条
件
、
学

校
規
模
や
学
校
運
営
等
を
考
慮
し
適
正
配
置
を

進
め
て
き
た
。
次
期
計
画
で
は
地
域
や
保
護
者

な
ど
十
分
な
意
見
交
換
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
向
上
に
取
り
組
む
。

■
学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

　
　
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
宮
古
市
は
エ
ア
コ
ン
設
置
率
が
４
・
１

％
で
今
後
は
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
取
り

組
む
。
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
31
・
６
％
で
快
適

な
学
習
環
境
を
提
供
す
る
た
め
順
次
整
備
す
る
。

　
　
　
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
力
仕
事
で
あ
る

　
　
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
は
、
労
働
の
割
に

収
入
が
少
な
く
、
じ
り
貧
と
な
る
の
は
目
に
見

え
て
い
る
。そ
こ
で
シ
イ
タ
ケ
の「
菌
床
栽
培
」

を
推
奨
し
て
、一
大
産
業
に
成
長
さ
せ
、林
業
所

得
の
向
上
を
目
指
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
初

期
投
資
に
必
要
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
費

を
助
成
し
、
林
業
振
興
を
図
る
べ
き
だ
。
他
市

町
村
で
は
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
実

施
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
本
市
で
も
で
き
る
は

ず
だ
が
、実
施
に
向
け
た
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
シ
イ
タ
ケ
の
菌
床
栽
培
は
、
天
候
の
影

響
が
少
な
く
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
空
調
管
理
や
、

散
水
、
温
湿
度
管
理
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
穫

が
得
ら
れ
る
と
認
識
す
る
。
そ
の
一
方
で
初
期

投
資
や
維
持
に
費
用
が
掛
か
る
。
ハ
ウ
ス
助
成

に
つ
い
て
は
、
新
規
就
業
者
に
百
万
円
を
上
限

に
、
費
用
の
３
分
の
２
を
助
成
し
て
い
る
。
施

設
整
備
を
行
う
事
業
実
施
主
体
と
事
業
内
容
に

よ
っ
て
は
、
国
や
県
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

■
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
小
規
模
校
で
も
生
徒
の
可
能
性
を
引
き

　
　
出
せ
る
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
県
の
方
針
に
基
づ
き
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
を
進
め
、
望
ま
し
い
部
活
動
の
実

現
へ
取
り
組
む
。

■
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
長
時
間
労
働
の
改
善
に
向
け
た
、
業
務

　
　
量
の
適
正
化
、
勤
務
時
間
の
管
理
、
給
食

費
の
公
会
計
化
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
今
ま
で
、
実
態
を
把
握
し
改
善
や
支
援

・
補
助
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、
教
職

員
の
増
員
要
望
と
業
務
量
の
適
正
化
に
向
け
支

援
を
行
う
。
給
食
費
公
会
計
化
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

で
、
豊
富
な
森
林
を
活
用
し
、
農
林
業
の
所
得

向
上
の
た
め
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
振
興
策
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
・
研
究
し
て
い
く
。

■
震
災
の
寄
付
に
つ
い
て

　
　
　
震
災
の
寄
付
は
、国
、県
、他
市
町
村
、

　
　
企
業
、団
体
、個
人
な
ど
か
ら
約
１
５
０
０

回
に
渡
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
資
、
寄
付
金
は
約

１
万
３
千
件
で
、
約
７
億
３
千
４
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
大
型
発
電
機
を
い
た
だ
い
た

記
録
が
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
大
型
発
電
機
は
、
平
成
26
年
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
が
１
台
あ
る
。
こ
れ
を
宮
古
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
使
用
し

た
い
。

市内の小学校の様子 シイタケの菌床栽培の様子

畠山 茂 議員 髙橋 秀正 議員

質問 質問答弁 答弁
将
来
を
見
据
え
た
配
置

計
画
と
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

林
業
の
振
興
策
に
菌

床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を

子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
向
上
に
取
り
組
む

生
産
者
や
関
係
機
関
と

協
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研
究
し
て
い
く

問

問

問 問

問

問

答 答

答

答 答 答

新
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会
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場
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月
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議
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問 答

　
　
　
前
市
長
は
、
厳
し
い
財
政
に
あ
っ
て
、

　
　
新
た
な
施
策
展
開
、
投
資
的
経
費
、
財
源

確
保
の
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
を
い
か
に
抑
え
る

か
に
直
面
し
、
事
務
事
業
の
７
割
は
民
間
で
で

き
る
と
し
て
、
施
設
管
理
運
営
の
民
間
委
託
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
職
員
定
数

の
削
減
、
諸
手
当
の
廃
止
、
残
業
手
当
の
総
額

設
定
、
工
事
発
注
、
物
品
購
入
、
調
達
の
市
外

業
者
へ
の
拡
大
、
全
国
公
募
と
い
っ
た
行
財
政

改
革
の
大
ナ
タ
を
振
る
い
ま
し
た
。

　
私
は
全
て
に
賛
同
で
き
ず
、
工
事
発
注
、
物

品
調
達
、
民
間
移
行
に
つ
い
て
は
、
価
格
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
最
優
先
、
地
元
で
で
き
る
も

の
は
地
元
に
こ
だ
わ
る
べ
き
と
意
見
を
申
し
上

げ
て
き
ま
し
た
。
一
部
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
基
本
的
に
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

に
と
の
方
針
に
は
賛
同
、支
持
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
、
市
長
交
代
、
東
日
本
大
震
災

の
流
れ
の
中
で
、
行
財
政
改
革
サ
イ
ク
ル
の
事

務
事
業
評
価
が
止
ま
り
、
気
が
付
い
た
ら
復
興

対
応
も
終
盤
、
合
併
特
例
債
の
枯
渇
、
交
付
税

　
　
　
３
月
、「
日
経
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
」
は
「
水

　
　
門
工
事
費
が
４
倍
に
発
注
方
式
で
副
作
用
」

と
報
じ
た
。
契
約
額
が
設
計
変
更
で
約
２
９
０

億
円
、４
倍
に
膨
れ
、工
期
も
２
０
２
１
年
３
月

ま
で
延
長
、「
堤
防
か
さ
上
げ
よ
り
安
い
」
と
し

た
水
門
の
優
位
性
が
失
わ
れ
た
。
市
長
は
事
業

費
増
と
工
期
の
延
長
を
ど
う
受
け
と
め
る
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
遅
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
に
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
水
門
工
事
は
当
初
の
５
径
間
か
ら
４
径

　
　
間
、１
６
４
ｍ
に
規
模
を
変
更
し
て
い
る
。

河
川
と
堤
防
は
浸
水
を
防
ぎ
、
津
波
を
遡
上
さ

せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
機
能
が
あ
る
。

市
長
は
水
門
整
備
の
中
止
等
事
業
の
検
証
と
見

直
し
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
は
水
門
整
備
の
優
位
性
は
変
わ
り
が

無
い
と
認
識
、
早
期
完
成
を
強
く
要
望
し
て
い

く
。

の
算
定
替
え
の
終
了
を
迎
え
、
大
変
厳
し
い
財

政
運
営
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
消
滅

の
可
能
性
の
あ
る
市
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
震
災

以
前
に
増
し
て
、
財
源
確
保
が
必
要
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
民
間
移
行
の
事
務
事
業
は

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

改
革
の
再
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
、
一
人
で

も
多
く
の
若
者
の
定
住
促
進
の
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
に
も
有
効
な
民
間
移
行
を
再
提
案
し
ま

す
。
市
長
の
見
解
を
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
課
題
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。
民

間
と
行
政
と
の
役
割
分
担
の
中
で
、
民
間
で
で

き
る
こ
と
は
民
間
に
移
す
べ
き
だ
が
、
行
政
が

ま
か
な
う
比
重
が
ま
だ
大
き
く
、
早
期
に
移
行

で
き
る
状
況
に
な
い
。

■
救
命
セ
ン
タ
ー
の
配
置
で
協
議
を

　
　
　
県
立
病
院
の
次
期
経
営
計
画 （
素
案
）

　
　
策
定
を
好
機
と
捉
え
、
救
命
・
救
急
セ
ン

タ
ー
の
配
置
の
あ
り
方
で
県
に
協
議
を
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
素
案
で
は
平
成
37
年
度
宮
古
圏
域
の
必

要
病
床
数
は
既
存
の
７
割
、
４
７
２
床
に
な
る

が
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
等
へ
の
対
応
を
要
望

す
る
。

　
宮
古
圏
域
に
医
師
を
重
点
配
置
す
る
計
画
と

し
、
県
立
宮
古
病
院
の
麻
酔
科
な
ど
に
常
勤
医

師
の
配
置
を
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
市
は

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
強
く
要
望
し
て

い
る
が
、
宮
古
病
院
は
常
勤
医
師
の
不
足
が
問

題
で
あ
り
、
医
師
確
保
を
最
優
先
課
題
に
県
や

関
係
機
関
と
一
体
で
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

新庁舎に移転した
産業支援センター

仮締切りで基礎工事中の
閉伊川水門整備事

松本 尚美 議員 田中 尚 議員

質問 質問答弁 答弁
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
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間
移
行
を

閉
伊
川
水
門
整
備
の
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証
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早
期
に
は

移
行
で
き
な
い

優
位
性
は
変
わ
ら
ず

と
認
識
し
て
い
る

問 問

問

答

答答

新
本
会
議
場
が
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場
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月
定
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予
算・決
算
特
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会
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本
市
は
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

　
　
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
を
福
祉
と
連

携
し
新
た
な
障
が
い
者
就
労
支
援
の
一
環
と
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
作
業
者
の
安
全
や
採
算
性
の
確
保
、
排

出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
が
多
い
。
し
か
し
就
労
支
援
も
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
福
祉
団
体
、
行
政
組
合
な
ど

と
連
携
し
研
究
し
て
い
く
。

■
地
域
振
興
の
こ
れ
か
ら
は

　
　
　
平
成
31
年
度
末
に
地
域
創
造
基
金
が
終

　
　
了
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
主
体
で
の

地
域
振
興
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
地

域
課
題
解
決
の
た
め
に
も
、
支
援
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
地
域
創
造
基
金
の
今
後
に
つ
い
て
各
地

域
協
議
会
で
検
討
を
始
め
て
い
る
。
自
治
区
の

存
続
、
基
金
事
業
の
継
続
が
必
要
と
い
う
意
見

　
　
　
平
成
30
年
度
の
税
制
改
革
で
森
林
環
境

　
　
税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮

称
）
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
市
町
村
主
体
で
森

林
整
備
を
進
め
る
制
度
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
課
税
開
始
の
平
成
36
年
度
に
先
行

し
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
段
階
的
に
配
分
が
始

ま
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
岩
手
県
は
森
林
県
で
あ
り
、
当
市
に
お
い
て

の
森
林
面
積
は
県
内
最
大
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
産
業
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
自
治
体
に
お
け

る
森
林
管
理
の
責
務
が
確
実
に
増
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
①
今
後
の
実
務
的
課
題
、
特
に
体
制
整
備
の

予
定
は
。

　
②
人
材
育
成
や
技
術
向
上
を
目
的
に
研
修
施

設
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
廃
校
を
利
用
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
森
林
の
適
正
な
管
理
と
地
域
の
林
業

も
あ
る
が
、
基
金
あ
り
き
の
定
型
的
事
業
の
効

果
へ
異
論
も
出
て
い
る
。
各
地
域
で
議
論
を
深

め
、
地
域
自
治
区
や
基
金
事
業
の
方
向
性
を
ま

と
め
、
地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
く
。

■
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
へ
注
力
を

　
　
　
２
０
１
９
年
大
会
に
お
い
て
、
本
市
は

　
　
フ
ィ
ジ
ー
と
ナ
ミ
ビ
ア
両
代
表
の
公
認
キ

ャ
ン
プ
地
と
な
っ
た
。
海
外
か
ら
の
フ
ァ
ン
の

た
め
に
も
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
お
も
て
な
し

態
勢
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
海
外
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
は
滞
在
期
間

が
長
く
、
滞
在
地
域
を
楽
し
む
傾
向
に
あ
る
。

今
後
設
立
を
予
定
す
る
連
携
組
織
に
お
い
て
情

報
を
共
有
し
、本
市
を
堪
能
し
て
頂
け
る
よ
う
、

お
も
て
な
し
態
勢
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
林
業
事

業
体
及
び
市
の
実
施
体
制
の
確
保
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
と
す
る

林
業
事
業
体
と
の
連
携
強
化
や
林
野
庁
が
創
設

し
た
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
②
研
修
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
技
術

の
習
得
や
多
様
な
研
修
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

が
人
材
育
成
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
廃
校
を
利
用
し
た
研
修
施
設
に
つ
い
て
は
、

利
用
目
的
に
合
わ
せ
た
改
修
整
備
や
、
講
師
、

研
修
資
材
の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、今
後
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山形県新庄市で行われている福祉
施設による小型家電リサイクル事業

宮古市の豊富な森林資源の
活用が求められる

白石 雅一 議員 木村 誠 議員

質問 質問答弁 答弁
就
労
支
援
に
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を

林
業
の
人
材
育
成
や
技
術

習
得
に
廃
校
利
用
を

関
係
団
体
と
連
携
し

研
究
し
て
い
く

様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ

る
の
で
研
究
し
て
い
く

問

問

問

問

答

答

答

答

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　

般　

質　

問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
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宮
古
港
と
室
蘭
港
を
結
ぶ
本
県
初
の
定

　
　
期
フ
ェ
リ
ー
は
、
多
く
の
市
民
の
期
待
の

も
と
、
６
月
22
日
に
就
航
か
ら
す
で
に
３
か
月

が
経
過
す
る
が
、
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
運
行
会
社
の
川
崎
近
海
汽
船
で
は
、
具

体
的
な
数
字
を
公
表
し
て
い
な
い
が
、
旅
客
は

当
初
の
見
込
み
を
上
回
り
、
貨
物
は
見
込
み
を

下
回
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
利
用
増
加
の
取

り
組
み
と
、
運
航
率
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
貨
物
に
つ
い
て
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
な
ど
が

全
面
開
通
し
て
い
な
い
道
路
状
況
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
国
や
県
に
対
し
早
期
全
面
開
通

に
向
け
た
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
県
内
外
の
荷
主
や
運
送
業
者
を
訪
問

し
て
の
ニ
ー
ズ
調
査
と
、
航
路
の
利
用
促
進
に

向
け
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
も
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
。

■
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
水
素
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

　
　
注
目
さ
れ
、
水
素
か
ら
電
気
を
作
る
家
庭

用
燃
料
電
池
の
普
及
や
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
燃
料
電
池
自
動
車
の
導
入
な
ど
、
我
々

の
生
活
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
水

素
を
利
活
用
し
た
「
水
素
社
会
」
の
展
開
に
向

け
て
、新
た
な
発
想
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
水
素
は
次
世
代
の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
水
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
今
後
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
利

活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

市民に歓迎され就航した
宮蘭フェリー

長門 孝則 議員

質問答弁
宮
蘭
フ
ェ
リ
ー
就
航
後

こ
こ
ま
で
の
利
用
状
況
は

旅
客
は
見
込
み
を
上

回
り
貨
物
は
下
回
る

問

問

答

答

議会報告会・意見交換会
語ろう 市のこと 地域のこと

　市議会議員が市内の施設などに出向き、議会で
の審議や活動状況を報告し、市民の皆さんと市や
地域の課題について意見交換を行います。

■日時／場所

■内　　　容　９月定例会議報告、通年議会
　　　　　　　の概要、議会報告会のあり方
　　　　　　　について、地域課題について

■問い合わせ　市議会事務局 （☎68-9113）

日　時 場　　所

11月26日（月）
午後６時30分から

宮古市役所（新庁舎）
５階５－３会議室

花輪農村文化伝承館

和井内ふるさと会館

川井生涯学習センター

11月28日（水）
午後６時30分から

磯鶏公民館

千徳公民館

重茂公民館

川内地域振興センター

11月29日（木）
午後６時30分から

津軽石公民館

11月30日（金）
午後６時30分から

崎山公民館

鍬ヶ崎公民館

三王地区自治会研修センター

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　

般　

質　

問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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政務活動費の使用状況をお知らせします
　政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から交
付されるもので、交付額は議員１人につき年額15万円です。
　政務活動費は、条例で定められた使途基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、
年度末に領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が15万円に満たなかった場合は残金
を返還し、15万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。
　平成29年度は27名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

平成29年度　宮古市議会政務活動費　収支一覧 （単位：円）

議員氏名 交　付
決定額 支出額 返還額 支出実績

内　　　　　　　訳
研　究
研修費

調　査
旅　費

資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 広聴費 その他

経　費
今 村 正 150,000 109,593 40,407 109,593 11,121 0 98,472 0 0 0
小 島 直 也 150,000 32,400 117,600 32,400 0 0 0 32,400 0 0 0
木 村 誠 150,000 14,089 135,911 14,089 0 14,089 0 0 0 0 0
佐々木　清明 150,000 117,024 32,976 117,024 76,584 40,440 0 0 0 0 0
白 石 雅 一 150,000 150,000 0 156,400 0 0 0 8,400 148,000 0 0
鳥 居 晋 150,000 37,422 112,578 37,422 0 0 0 37,422 0 0 0
中 島 清 吾 150,000 94,523 55,477 94,523 94,523 0 0 0 0 0 0
伊 藤 清 150,000 48,346 101,654 48,346 0 38,470 0 9,876 0 0 0
熊 坂 伸 子 150,000 0 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0
西 村 昭 二 150,000 58,929 91,071 58,929 0 58,929 0 0 0 0 0
佐々木　重勝 150,000 101,095 48,905 101,095 0 77,749 0 23,346 0 0 0
須賀原チエ子 150,000 79,451 70,549 79,451 0 79,451 0 0 0 0 0
髙 橋 秀 正 150,000 130,622 19,378 130,622 0 0 0 38,455 92,167 0 0
橋 本 久 夫 150,000 101,340 48,660 101,340 0 85,249 0 9,876 6,215 0 0
古 舘 章 秀 150,000 93,776 56,224 93,776 0 81,440 0 12,336 0 0 0
工藤　小百合 150,000 144,592 5,408 144,592 66,843 77,749 0 0 0 0 0
坂 本 悦 夫 150,000 112,460 37,540 112,460 54,180 0 0 58,280 0 0 0
長 門 孝 則 150,000 117,912 32,088 117,912 54,500 31,190 0 32,222 0 0 0
佐々木　　勝 150,000 119,484 30,516 119,484 76,260 0 0 43,224 0 0 0
落 合 久 三 150,000 30,800 119,200 30,800 30,800 0 0 0 0 0 0
竹 花 邦 彦 150,000 40,883 109,117 40,883 0 0 0 40,883 0 0 0
畠 山 茂 150,000 29,015 120,985 29,015 0 0 0 29,015 0 0 0
坂 下 正 明 150,000 106,426 43,574 106,426 72,484 0 0 33,942 0 0 0
松 本 尚 美 申請なし
藤 原 光 昭 150,000 79,454 70,546 79,454 45,000 0 0 34,454 0 0 0
田 中 尚 150,000 83,015 66,985 83,015 54,947 0 0 28,068 0 0 0
加 藤 俊 郎 150,000 49,205 100,795 49,205 0 45,749 0 3,456 0 0 0
前 川 昌 登 150,000 60,299 89,701 60,299 0 60,299 0 0 0 0 0
合　計 4,050,000 2,142,155 1,907,845 2,148,555 626,121 701,925 0 574,127 246,382 0 0

※宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。なお、領収書など収支
　報告書を閲覧するためには請求手続きが必要となりますので、議会事務局（☎68－9113）までお問い
合わせください。

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　

般　

質　

問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況
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議会トピックス

編

後

編集委員
小島 直也

集

記

　

今
回
、「
み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
」
の

取
材
で
、
新
規
就
農
者
で
あ
る
間
木

裕
也
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

間
木
さ
ん
は
震
災
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
き
っ
か
け
で
農
業
を

志
し
、
宮
古
の
気
候
や
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
勉
強
し
、
井
戸
水
を
掘
る
と
こ

ろ
か
ら
畑
作
り
に
取
り
組
み
、
現
在

も
農
業
に
挑
戦
中
で
す
。

　

人
が
生
計
を
立
て
る
た
め
に
新
し

い
分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
大
変
勇

気
の
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

し
て
や
自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
で

す
。
彼
の
決
意
に
感
服
し
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
列
島
、
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
ま
す
。
国
も
自
治
体
も
防

災
・
減
災
を
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
い
か
な
る
事
態
に
も
、

市
民
一
人
一
人
と
の
絆
を
固
く
結
ん

で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。さ
あ
、

寒
い
冬
に
向
か
っ
て
、
健
康
第
一
で

…
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

 

委 

員 

長　

 

白　

石　

雅　

一

　

 

副
委
員
長　

 

西　

村　

昭　

二

　

 

編
集
委
員　

 

畠　

山　
　
　

茂

　

 　
　
　
　
　

 

小　

島　

直　

也

　

 　
　
　
　
　

 

鳥　

居　
　
　

晋

　

 　
　
　
　
　

 

佐
々
木　

清　

明

　
　
　
　
　
　
宮
古
市
役
所
内
の
議
事

　
　
　
　
　
　
堂
・
本
会
議
場
で
の
最

　
　
　
　
　
　
後
の
本
会
議
は
、
９
月

20
日
に
開
か
れ
、
長
く
市
議
会
の
活
動

を
支
え
た
議
場
に
対
し
て
、
議
員
か
ら

感
謝
の
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
終
了
後
、
古
舘
章
秀
議
長

か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
田
中
尚
議
員
が

登
壇
。議
場
を
人
間
に
例
え「
あ
な
た
」

と
呼
び
か
け
つ
つ
、「
半
世
紀
に
渡
り
議

会
審
議
を
支
え
て
き
た
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
あ
な
た
と
別
れ
る
こ
と
に
一
抹

の
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
時

代
へ
共
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
議
会
の
活
性
化
に
繫
げ
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
議
員
で
議
場
に
礼
を

行
っ
た
後
、
古
舘
議
長
が
「
新
た
な
議

場
で
も
、
市
と
市
民
の
た
め
に
、
公
正

な
議
論
を
尽
く
す
と
誓
い
ま
し
て
、
閉

場
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、

市
町
村
合
併
や
震
災
を
乗
り
越
え
、
本

年
ま
で
続
い
た
議
場
の
歴
史
が
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

旧

　
　
　
　
　
　
務
常
任
委
員
会
で
は

　
　
　
　
　
　
市
内
の
各
地
域
の
状

　
　
　
　
　
　
況
を
把
握
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
宮
古
地
域
協
議
会
、
田
老

地
域
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
題
は
「
地
方
創
生

に
つ
い
て
」「
地
域
協
議
会
の
今
後
に

つ
い
て
」
で
、
常
任
委
員
と
各
協
議

会
委
員
と
の
間
で
、
様
々
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
常
任
委
員

会
で
は
今
後
、
新
里
地
域
協
議
会
、

川
井
地
域
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を

行
う
予
定
で
す
。

総
地域について意見交換

46年間の歴史に幕引き　議事堂・本会議場を閉場

新
本
会
議
場
が
開
場

９
月
定
例
会
議

予
算・決
算
特
別
委
員
会

一　

般　

質　

問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ
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62

問
　
農
業
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。

答　
東
日
本
大
震
災
後
、
宮
城

県
石
巻
市
の
農
業
生
産
法
人
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、

被
災
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

引
き
こ
も
り
の
方
な
ど
と
農
業

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の
後
、
地
元
で
農

業
を
や
り
た
い
と
考
え
、
市
内

の
上
山
農
園
で
１
年
間
、
農
業

の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
ピ
ュ
ア
フ
ァ
ー
ム
宮
古
」
と

し
て
独
立
し
ま
し
た
。

問
　
作
付
け
し
て
い
る
農
作
物

の
種
類
や
、
販
売
先
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答　
田
鎖
と
松
山
に
農
地
を
貸

し
て
下
さ
る
方
が
い
て
、
ピ
ー

マ
ン
と
ナ
ス
を
中
心
に
作
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
ピ
ー
マ
ン
が

高
く
値
が
付
き
、
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。

　
販
売
先
は
、
農
業
協
同
組
合

や
市
内
の
生
活
協
同
組
合
の
店

舗
、
宮
古
青
果
市
場
で
す
。
ま

た
、
千
徳
郵
便
局
で
は
、
局
内

に
産
直
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

て
、
買
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
も
い
ま
す
。

問
　
農
業
の
魅
力
は
何
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
反
対
に
苦
労
し

て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
魅
力
は
、
真
面
目
に
取
り

組
め
ば
、
農
作
物
が
応
え
て
く

れ
る
と
こ
ろ
。
苦
労
し
て
い
る

の
は
、
近
年
の
酷
暑
や
豪
雨
、

台
風
へ
の
対
応
で
す
。

問
　
新
規
就
農
対
策
事
業
の
活

用
方
法
は
？

答
　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。

問
　
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答　
自
分
が
今
、
農
業
が
で
き

る
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
方
々
や
、
多
く
の
先

輩
や
同
年
代
の
仲
間
の
励
ま
し

が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
も
将
来
、

農
業
と
福
祉
と
の
連
携
に
よ
り

障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
に
働
く

場
を
提
供
し
、
人
と
関
わ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
で
作
っ

て
、
自
分
で
食
べ
て
み
て
、
納

得
し
た
も
の
を
食
卓
に
届
け
て

い
き
た
い
で
す
。

問問 答

問

問問

答

答答答
新規就農対策事業

新たな農業従事者を確保するため、新規就
農者が行う研修や設備購入、Ｉターン者の
住居費に対して、限度額の範囲内で、助成・
補助を行う制度です。９月定例会議で補正
予算が可決されました。

担当：市農林課　農政係

ラウンジ
みんなの

農
業
を
通
じ
た

人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝
し

作
物
を
収
穫
し
て
い
ま
す

議会で可決された条例や
予算から、身近な話題を
取り上げお伝えするコー
ナーです。
今回は、「新規就農対策事
業」に申請した、間木裕
也さんにおはなしをうか
がいました。


